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ノラマ画像は 1935 × 1024 ピクセルで保存した JPEG画像データを，ブラウザよりアップロード
して処理，計測結果を集計して分析した．分析に用いた症例は，朝日大学 PDI 岐阜歯科診療所で
半導体方式のデジタルパノラマ X 線撮影装置（Veraviewepocs ３D，モリタ）にて 2011 年に撮影
した画像が用いられた．CAD計測可能であった中から分析に供した症例数は男性 385 名，女性 419




性は減少する傾向が認められた．年代ごとの比較では，女性の右側の 40 歳代と 70 歳以上で有意
な差があり，閉経による骨の厚みの変化を疑わせる結果となった．ロジスティック回帰分析の結







歯科治療によって起きる BRONJ を予防する観点からも極めて有用であると考えられる． 
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以上のことから，本論文は，年齢や性別，骨粗鬆症の罹患，下顎歯槽骨吸収の進行が MCW の減
少に影響を与える因子であることを示し，骨粗鬆症のスクリーニングにパノラマ CADによるMCW
の測定が有用であることを明らかにした． 
よって以上の結果を評価し，審査委員は，本論文を博士（歯学）の学位を授与するに値するもの
と判定した． 
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